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A Discussion on Current Situation of Music and Musical Instruments










ジェティゲン ウール アスカット Жетиген уулу Аскат（1993~）音楽監督、ヴォーカル、
コムズ、テミル コムズ
　本論文では 2017 年の 11 月に来日したクルグズ共和国1 を代表するユニット「オルド サ
フナ Ордосахна」が使用した楽器とその音楽を概観することにより、ソ連時代に変遷さ
れたクルグズの楽器が現在どのように使われているのかについて分析を行う。今回の公




は、「シルクロードの白き遊牧民 Жибек жолдун ак конушу」というプロジェクトの一
環としてクルグズ民族文化を世界に紹介する目的で総監督のイレシュ グルジャン Иреш 
Гулжан（1970~）により計画されたものである。今回、八人のオルド サフナのメンバー
と共にコンサートに出演したのは、マナス叙事詩の語り手であるママダリエフ カミル
Мамадалиев Камил（1981~）と歌手のルスクロワ グルザダ Рыскулова Гулзада（1980~）
である。
　　　　　キーワ ドー：中央アジア Central Аsia、ソ連時代 Soviet period、
　　　　　　　　　　 楽器の改良 reconstructed instrument
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マンベタリエワ ティナティン Мамбеталиева Тинатин（1964~）バス クヤク、テミル コ
ムズ
バルマンバエフ エルラン Барманбаев Эрлан（1979~）スブズグ、チョポ チョール、テミ
ル コムズ、チョール
アティロフ アイナザル Атилов Айназар（1980~）クル クヤク、テミル コムズ、アルト 
クヤク
オムルガズ ウール ジルガルベック Өмүргазы уулу Жыргалбек（1997~）コムズ、テミ
ル コムズ
アイダラリエフ アカイ Айдаралиев Акай（1990~）打楽器
サグノワ グルザイル Сагынова Гулзаир（1994~）ヴォーカル、コムズ、ジガーチ オーズ 
コムズ
ソヴェット ウール テミルラン Совет уулу Темирлан（1996~）スブズグ、チョール、ジガー
チ オーズ コムズ








































弦鳴楽器：コムズ、伝統型二弦クル クヤク、改良型四弦アルト クヤク、バス クヤク
膜鳴楽器：ジャンベ、ダラブッカ、ドラムセットのフロアタムとクラッシュシンバル
気鳴楽器：スブズグ、チョール、チョポ チョール




ズにはチェルト черт「パチッと鳴らす、叩く」、二弦楽器のクル クヤクにはタルト тарт












●クル クヤク кыл кыяк
　クル クヤク、あるいはクヤクは、アンズやクルミの木で製作されており、弦と弓は馬
の尻尾で出来ている。楽器の全長は 60 〜 70cm で、表面の胴の一番広い箇所の横幅は






















●テミル コムズ темир комуз とジガーチ オーズ コムズ жыгач ооз комуз
　テミル コムズとジガーチ オーズ コムズとは日本語で口琴と呼ばれる小さな楽器であ
る。テミル コムズは金属製で、ジガーチ オーズ コムズは木製の口琴である。
【写真 5】 四弦の改良型アルト クヤク
【写真 7】   ジガーチ オーズ コムズ（写真 ： ジャパロワ提供）
【写真 6】 改良型バス クヤク
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【写真 8】 テミル コムズ （写真 ： ジャパロワ提供）












ていないがおよそ 50cm であり、直径は 2cm 弱である。かつて、指孔は 6 〜 7 個であっ











































　  であり、憲法上は「クルグズ共和国」である。クルグズスタン（Kyrgyzystan, Кыргызстан）
　　は一般的に使用されている名称である。本論文では、クルグズという語を使用する。
2　 ボズユィБоз үүй は伝統的な移動式住居、「灰色の家」という意味。ユルタ（ロシア語）、
　　パオ（中国語）、ゲル（モンゴル語）である。
3     Академия наук Киргизской ССР, История киргизского искусства. Фрунзе: Илим, 
　　1971, p. 18.
4  　Виноградов Виктор Музыка советской Киргизии. Москва: Управление по делам 
　　искусств при СНК Киргизской ССР, 1939, p. 95.
5　  Виноградов, Музыка советской Киргизии, p. 95.




7      Дюшалиев, Лузанова. Кыргызское народное музыкальное творчество. Бишкек:
　　Фонд Сорос-Кыргызстан, 1999, p. 153.
8         Субаналиев Сагыналы. Киргизские музыкальные инструменты. Фрунзе: 
　　Кыргызстан, 1986. p. 34.
9    Субаналиев, Киргизские музыкальные инструменты, p. 75.
10   Субаналиев, Киргизские музыкальные инструменты, pp. 91-102.
11    Дюшалиев, Лузанова, Кыргызское народное музыкальное творчество, p. 155.
12   バシキール人（バシュキール人）とは、ロシア連邦のバシコルトスタン共和国に居
　　住する民族。
13    タタール人とは、ロシア連邦のタタールスタン共和国に居住する民族。
14   Субаналиев, Киргизские музыкальные инструменты, p. 112.
15    Субаналиев, Киргизские музыкальные инструменты, p. 115.
16    Субаналиев, Киргизские музыкальные инструменты, p. 103.
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2017　ジャパロワ チョルポン Жапарова Чолпон（1964~）「オルド サフナ」団長
ビシュケク
















　Soviet Union era exerted enormous influences on Kyrgyz folk music. In that era, 
music repertoire, performance style and even musical instruments were changed. 
Currently, evaluations for the improvement of musical instruments during the era are 
mostly negative. However, some of the improved instruments are still in use today.  
　In this paper, I reviewed the music performed and musical instruments used by 
“Ordo Sakhna”, in its Japan tour in November 2017, which is the most famous folk 
music unit in Kyrgyz Republic, researched how they used the improved instruments 
nowadays and discussed the reason they still survive.
